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Calculated MW:64 kDa; Observed MW:64 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、TNF受容体関連因子（TRAF）タンパク質ファミリーのメンバーです。TRAFタンパク質は、TNF受容体（TNFR）スーパーファミリーのメンバーと関連し、シグナル伝達を媒介します。このタンパク質は、免疫応答の活性化に重要なTNFRファミリーメンバーであるCD40のシグナル伝達に関与しています。このタンパク質は、リンホトキシンβ受容体（LTbetaR）シグナル伝達複合体の重要な構成要素であることが判明しており、この複合体は、LTbetaライゲーションによって開始されるNF-κB活性化と細胞死を誘導します。エプスタイン・バーウイルスによってコードされる潜伏感染膜タンパク質1（LMP1）は、これやTRAFファミリーの他のいくつかのメンバーと相互作用することができ、それがLMP1の腫瘍形成作用に不可欠である可能性があります。このタンパク質は、抗ウイルス応答の調節にも役割を果たしています。この遺伝子の変異は、急性感染誘発性ヘルペス特異的脳症5と関連している。[RefSeq提供、2020年7月]
	研究分野
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	TRAF3 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用して、SW620 細胞および C2C12 組織からの抽出物をウェスタンブロット分析しました。

